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狂
面
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大
名

鶉
鼈
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膠

戌
疵
　
賣
霙
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狂
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憩
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友
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狩
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観
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光
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狩
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ア
ド
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太
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ア
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庭
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島
　
輝
久

金
子
　
敬

一
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田
　
成
信

佐
々
木
　
多
門

終
了
予
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五
時
半
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頃
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貝u  員1
俊 秀

太
鼓
　
林
　
雄

一
郎

笛
　
　
佐
鴻
　
泰
弘

中 友 香 友
村 枝 川 枝

邦 昭 靖 雄
生 世 嗣 人

燦

ノ
会

と

は

「燦
・産
・三
」

我
々
二
人
は
、
能
楽
喜
多

流
の
同
期
と
し
て
歩
ん
で

お
り
ま
す
。

会
を
立
ち
Ｌ
げ
、
と
も
に
日

指
す
も
の
は
今
こ
の
時
に

研
鑽
し
合
い
、
個
々
と
し
て

も
、会
と
し
て
も
一燦
」の
輝

き
を
放
つ
こ
と
，

そ
こ
か
ら
一
産

一に

つ
な

が

っ
て
い
く
こ
と
，

意
義
あ

る
活
動

の
場
と

す

る
べ
く

「
三
」
の
力
を

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
す
．

馬
場
あ
き
子
　
（ば
ば

。
あ
き
こ
）

１
９
２
８
年
東
京
生
ま
れ
，
歌

人
、
文
芸
評
論
家
。
１
９
４
７
年

歌
誌
「
ま
ひ
る
野
」
入
会
、
喜
多

流
十

五
世
宗
家
喜
多
実

に
入

門
．
７
８
年
岩

田
正
と
「
か
り

ん
」
創
刊
、
現
在
発
行
人
．
日
本

芸
術
院
会
員
。
朝
日
新
聞
歌
壇
選
者
じ
古
典
文
学
や
能
の
造
詣

を
背
景
に
独
自

の
歌
風
を
展
開
す
る
。
歌
集
「早
簡
〓
阿
古

父
』
な
ど
２
７
冊
．
評
論
『鬼
の
研
究
」
『式
子
内
親
Ｔ
」
「能
よ

み
が
え
る
情
念
」
な
ど
多
数
．

あ

ら
す

じ

萩
大
名
（は
ぎ
だ
い
み
ょ
う
）

上
洛
中
の
田
舎
大
名
が
太
郎
冠
者
の
薦
め
で
、萩
が
評
判
の
庭

を
見
物
に
行
き
ま
す
。無
風
流
な
主
人
の
た
め
に
太
郎
冠
者
は

「七
重
人
重
（な
な
え
や
え
）九
章
（こ
こ
の
え
）と
こ
そ
思
い
し

に
十
重
（と
え
）咲
き
い
づ
る
萩
の
花
か
な
」と
い
う
萩
の
花
を

愛
で
る
和
歌
を
あ
ら
か
じ
め
教
え
ま
す
．
こ
の
和
歌

一
首
を
そ

ら
ん
じ
る
の
に
吉
労
す
る
人
名
で
し
た
が
…
…
。

天
鼓
（て
ん
こ
）

後
漢
の
時
代
、
王
伯
と
王
母
と
い
う
夫
婦
が
い
ま
し
た
，
三
母

は
天
か
ら
鼓
が
胎
内
に
降
る
夢
を
見
て
、懐
胎
し
た
の
で
生
ま

れ
た
男
の
子
を
天
鼓
と
名
付
け
ま
す
．
そ
の
後
実
際
に
天
鼓
の

元
に
鼓
が
天
か
ら
降
リ
ト
リ
、
こ
れ
を
天
鼓
が
打
つ
と
妙
音
で

鳴

っ
た
の
で
、
大
評
判
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
聞
い
た
帝
は
鼓

を
召
し
上
げ
よ
う
と
し
ま
す
‘
天
鼓
は
鼓
を
惜
し
ん
で
逃
げ
隠

れ
ま
す
が
、
や
が
て
捕
ら
え
ら
れ
勅
命
に
背
い
た
罪
で
漏
水
と

い
う
江
に
沈
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
残
さ
れ
た
鼓
は
誰
が

打

っ
て
も
鳴
ら
ず
、
帝
は
父
の
Ｔ
伯
を
呼
び
出
し
ま
す
。
王
伯

が
打
つ
と
天
鼓
と
同
じ
音
を
響
か
せ
た
の
で
、親
子
の
契
り
に

帝
は
感
動
し
、
三
伯
に
は
数
の
宝
を
与
え
、漏
水
の
ほ
と
り
で
　
，
¨

天
鼓
を
弔
う
こ
と
に
し
ま
す
。
法
事
の
中
、
天
鼓
の
Ｌ
霊
が
現
　
一パ

れ
弔
い
に
感
謝
し
鼓
を
打
ち
戯
れ
て
、夜
明
け
と
共
に
消
え
て
　

”陛

行
く
の
で
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一一
切符のご購入、ならびに公演のお問合せはホームページから、またはお電話で喜多能楽堂までお願いいたします。●燦ノ会ホームページ http://wwwmnnokai.net/

予約開始 2019年 8月 5日 (月 )午前 10時～

チケットのご案内

S席 6,000円
A席  5,000円
B席 4,000円
二階自由席 2,000円
※病気その他やむをえない事情で

出演者が変更になることがあります。

※許可なき撮影、録音はお断りいたします。

上演の妨げになる携帯電話、

アラーム付時計などの電源はお切 りください。

※公演中止の場合を除き、

こ購入後のチケッ トの払い戻 し、

変更、再発行はいた しません。

十四せ喜多六千人記念能楽′i旨
〒141-0021東 京都品川区上大崎 4-6-9
TEL:03-3491-8813

交通案内
」R線 。東急目黒線・都営三田線・東京メト回南北線ともに

目黒駅より徒歩7分
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